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大でなく，人為による分布とみることに異論はない。本種は園芸植物としてすでに大正 
末期に日本に移入されていた（目賀田•石井1952)。そこで野化したものは栽培からの 
逸出ではないかとも推量されるが，特に福島県での場合のように人里からかなり隔った 
ところで見出されている点，何か別の帰化経路があったことも十分に考えられる。 

ウスユキマンネンダサという和名の初出を明らかにしえなかったが適切な和名だと思 
う。杉本 (1965) は本種にこの和名を用い，イソコマツとシロガネツブキという名も異 
名として引いている。 

この拙文を書くに当り，色々ご協力いただいた佐竹義輔博士，深尾重光氏，金田善一 
氏，緑川謙二氏，山崎敬先生，また東北大学理学部生物学教室 （ TUS ) と国立科学博物 
館植物部門 （ TNS ) の標本利用を許された相馬寛吉教授，金井弘夫博士に厚くお礼申し 
あげます。 

Summary Recently I have realized that Seaurn hispamcum L. occurred nat¬ 
urally in some localities in central and northern Honshu, Japan. S. hispanicum 
is known as a good representative of Mediterranean flora in Sedum, ranging from 
E. Mediterranean to Caucasus and Asia Minor. Thus, its presence in Japan is 
regarded as an artificial extension. The naturalized plant is growing on or 
among exposed roughish rocks, and has mostly 5-merous white or pinkish flowers. 

Localities (specimens examined are cited in parentheses). Central Honshu : 
Gunma Pref” Numata (B. Takei 13， tns), Tonegun, Minakami (S. Hukao s.n. 
15 July 1965 [as 1940], 23 July 1965, 25 July 1965, tus ； H. Ohba s.n. 30 July 
197 8, 27 Aug. 1980, ti ) . Northern Honshu : Fukushima Pref., Yamagun, Atsu- 
shiomura, Kuroiwa (Z. Kaneda s. n. in 1977 [from the stock cultivated at Ichi- 
noki, Yamatomachi, Yamagun」， ti ). 
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18a : 459-462. Froderstrom, H. 1932. Act. Hort. Gothob. 了： append. 79-84. 
Huber, H. 1963 • In Hegi, Ill. FI. Mitt.-Europa, 2 Aufl. 4 : 97-98. 目賀田守種. 

石井勇義， 1952. 石井編園芸大辞典 3 : 1303. Praeger, L. 1921 • J. Roy. Hort. 
Soc. 46： 299-301. 杉本順一1965.草本植物総検索誌双子葉篇， 266. Webb, 

D.A. 1964. In FI. Europaea1 : 356-363. (東京大学理学部附属植物園日光分園） 


□原高義： 山草生活史 244+12 pp. 口絵8葉.1980.誠文堂新光社，東京 .¥2,600. 
昭和 53 年 3 月から 2 年間ガーデンライフに連載されたものを書き改めて出版したもの。 
著者は十勝に住む人なので日本の中部以北の高山植物を主とし，栽培の実験と用土とを 
挙げ，果実及び種子を独特の図柄にしたものである。リンドウやツツジ，ビランジなど 
ほんとうに多型な種子で驚かされる。山草発芽日調査表は参考になる。（前川文夫） 
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